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9 月号から JAS ジャーナルの編集委員に参加し、今回初めて編集後記を書かせて頂くことにな

りましたティアックの吉田です。新製品の企画開発をしています。 

今年の冬は記録的な暖冬、少雪となり、1 月の中旬になってもまだ 3 割のスキー場が営業でき

ていないという、例年になく異常気象を感じさせる冬となっており、読者の皆様の中にはゲレン

デの積雪情報を見てはため息をつかれた方も多くいらっしゃるかと思います。 

1 月号は、「ウィーンフィルニューイヤーコンサート‐中継・録音プロジェクト」、「ダミーヘッ

ド応用技術セミナーの後編」をはじめ、「1bit 研究会」、「学生の制作する音楽録音作品コンテストの

受賞レポート」、「CES」など新しい年の幕開けにふさわしいボリュームのある記事が多く収録され

た号となりました。どれも読み応えのある記事ではなかったでしょうか。 

個人的にはマルチチャンネルの録音/再生について改めて考えさせられる号になりました。特に、

学生の制作する音楽録音作品コンテストの受賞レポートは、私も授賞式に参加し、作品を試聴さ

せていただきましたが、学生ならではの柔軟な発想で制作された作品に、目から鱗が落ちる思い

をしました。中でもマルチチャンネル 96kHz/24bit の作品は印象深く（最優秀作品の“ダムリバ

ーブ”には驚嘆させられました）、今まで録音作品を聴いて味わったことのない感動を覚え、授賞

式から帰る道すがら、自宅にマルチチャンネルシステムを導入できないかと真剣に考えたほどで

す。もっとも、手狭な拙宅のリビングでのスピーカーの配置、配線、仮に置けたとしても、0 歳

と 2 歳の息子達からいかに機材を守るか、そして妻をどう説得するかなど解決すべき課題は山積

ですが。 

今後もこうした、一人の生活者そして音楽愛好家としてのオーディオへの興味関心や問題意識、

最新の技術や市場動向をリンクさせて、魅力あるジャーナルを発行できるよう編集作業に携わっ

ていきたいと思います。 
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